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※
本
会
は
善
行
精
神
の
普
及
と
善
行
の
実
践
を
通
し
て
明
る
い
住
み
よ
い
社
会
環
境
づ
く
り
に
つ
と
め
て
お
り
ま
す
。
会
員
会
費
と
個
人･

企
業
・
地
方
公
共
団
体
か
ら
の
賛
助
金
に
よ
り
運
営
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
広
く
会
員
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　

 

一
般
社
団
法
人 
日
本
善
行
会

会

　長   

勝

　野

　堅

　介

こ
の
度
藤
田
前
会
長
の
後

任
と
し
て
日
本
善
行
会
会

長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

大
変
重
い
職
務
に
誠
に
身

の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

藤
田
前
会
長
は
、
昨
年
秋

以
来
体
調
を
崩
さ
れ
て
会

長
職
を
退
き
た
い
と
の
ご

意
向
を
示
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
こ
の
度
、
三
月
二
十

日
の
理
事
会
に
お
き
ま
し

て
私
が
後
任
の
会
長
と
な

る
よ
う
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

藤
田
前
会
長
に
は
、
平
成

二
十
四
年
の
秋
以
来
こ
の

三
月
ま
で
日
本
善
行
会
会

長
を
務
め
ら
れ
、
日
本
善
行

会
の
発
展
の
た
め
に
多
大

の
ご
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

幸
い
そ
の
後
体
調
も
回
復

さ
れ
、
ご
自
宅
で
ご
静
養
さ

れ
て
お
ら
れ
る
と
の
こ
と

で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
藤
田
前
会
長

の
ご
尽
力
に
心
か
ら
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
今

後
は
名
誉
会
長
と
し
て
引
き

続
き
日
本
善
行
会
の
活
動
に

つ
い
て
ご
指
導
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
た

い
と
思
い
ま
す
。

私
は
、
六
年
前
に
故
川
村

晧
章
元
会
長
の
お
誘
い
を

受
け
て
日
本
善
行
会
の
仕

事
に
関
わ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

日
本
善
行
会
に
加
え
て
い

た
だ
く
ま
で
に
内
閣
府
な

ど
で
い
ろ
い
ろ
な
仕
事
を

し
、
様
々
な
団
体
に
も
関

わ
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

日
本
善
行
会
の
仕
事
を
始

め
て
か
ら
、
日
本
中
に
こ
の

よ
う
な
素
晴
ら
し
い
活
動

を
す
る
人
た
ち
が
大
勢
い

て
明
る
い
住
み
よ
い
社
会

づ
く
り
の
た
め
の
様
々
な

活
動
を
さ
れ
て
い
る
こ
と

に
大
き
な
感
銘
を
受
け
て

ま
い
り
ま
し
た
。

日
本
善
行
会
に
加
わ
っ
て

か
ら
こ
れ
ま
で
「
明
る
い

ニ
ュ
ー
ス
」
の
編
集
、
創
立

八
十
周
年
記
念
事
業
の
準

備
・
実
施
、
新
宿
支
部
の
活

動
な
ど
で
き
る
限
り
日
本

善
行
会
の
発
展
の
た
め
に

取
り
組
ん
で
き
た
つ
も
り

で
す
。

日
本
善
行
会
は
、
昨
年
創

立
八
十
周
年
の
記
念
す
べ

き
時
を
迎
え
ま
し
た
。
今
後

九
十
年
、
百
年
と
更
に
歴
史

を
積
み
重
ね
、
そ
の
活
動
を

充
実
さ
せ
て
発
展
を
し
て

い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
る
と
思
い
ま
す
。

今
後
会
長
と
し
て
日
本
善

行
会
の
発
展
の
た
め
に
全
力

を
尽
く
し
て
取
り
組
ん
で
ま

い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

会

長

就

任

の

ご

挨

拶
平成 30年度収支予算書

平成 30 年 3 月 20 日に平成 29 年度第 3 回理事会を開催し、
平成 30 年度収支予算並びに事業計画は下記の通り審議承認され
ました。

（単位：円）

科　目 予算額 科　目 予算額
Ⅰ．事業活動収支の部 Ⅱ．投資活動収支の部

　1．事業活動収入 　１．投資活動収入

　　①会費収入 22,800,000 　　　投資活動収入計 0

　　②寄付金品等収入 2,870,000 　２．投資活動支出

　　③雑収入 1,020,000 　　　特定資産取得支出 300,000

　　事業活動収入計 26,690,000 　　　投資活動支出計 300,000

　２．事業活動支出 　　　投資活動収支差額 300,000

　　①事業費支出 27,910,000 Ⅲ．予備費支出

　　②管理費支出 8,830,000 　　　当期収支差額 △ 10,350,000

　　　事業活動支出計 36,740,000 　　　前期繰越収支差額 172,306,390

　　　事業活動収支差額 △ 10,050,000 　　　次期繰越収支差額 161,956,390

　　東
京
都
西
東
京
支
部

西
東
京
支
部
設
立

（
七
十
三
番
目
）

こ
の
度
、
一
般
社
団
法
人

日
本
善
行
会
西
東
京
支
部
の

支
部
長
を
拝
命
す
る
事
に

な
り
ま
し
た
元
角
昌
三
と
申

し
ま
す
。
平
成
三
十
年
四
月

一
日
（
日
）、
年
度
変
わ
り

の
ス
タ
ー
ト
で
し
か
も
大
安

か
つ
素
晴
ら
し
い
天
候
に
恵

ま
れ
た
善
き
日
に
日
本
善
行

会
西
東
京
支
部
を
設
立
す
る

事
が
出
来
ま
し
た
。
か
ね
て

か
ら
理
事
兼
渋
谷
区
支
部
長

そ
し
て
東
京
ブ
ロ
ッ
ク
相
談

役
の
石
毛
利
雄
先
輩
（
法
政

大
学
東
京
都
校
友
会
）
か
ら

西
東
京
市
に
「
善
行
の
灯

を
」
と
の
説
得
を
受
け
て
お

り
、
一
年
前
倒
し
で
渋
谷
区

支
部
の
顧
問
と
い
う
事
で
日

本
善
行
会
八
〇
周
年
記
念
行

事
も
経
験
さ
せ
て
頂
い
た
所

で
の
支
部
発
足
そ
し
て
初
代

支
部
長
と
い
う
重
責
を
担

わ
せ
て
頂
く
事
に
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
こ
の
四
月
一
日

は
私
事
に
な
り
ま
す
が
、
弊

社
（
三
和
建
装
（
株
））
の

創
立
四
〇
周
年
記
念
日
と
偶

然
で
は
あ
り
ま
す
が
、
重
な

り
ま
し
た
事
で
二
重
の
喜
び

支
部
だ
よ
り

支
部
だ
よ
り

に
包
ま
れ
た
日
で
も
あ
り
ま

し
た
。
会
社
の
創
立
祝
賀
会

も
当
日
、明
治
記
念
館
の
「
富

士
の
間
」
で
挙
行
し
、
日
本

善
行
会
西
東
京
支
部
の
方

は
そ
の
十
日
後
の
四
月
十
日

十
一
時
よ
り
市
内
の
田
無
神

社
（
こ
の
度
、
東
京
都
よ
り

「
特
に
景
観
上
重
要
な
歴
史

的
建
造
物
等
」
に
選
定
）
の

本
殿
に
お
い
て
参
加
者
全
員

で
参
拝
を
し
、
そ
の
後
参
集

殿
に
お
い
て
は
松
本
洋
平
代

議
士
（
代
理
）、
丸
山
浩
一

西
東
京
市
長
そ
し
て
本
部
よ

り
勝
野
堅
介
会
長
、
石
毛
利

雄
理
事
、
小
島
力
事
務
局
長

三
名
の
役
員
様
に
も
お
立
会

い
い
た
だ
き
、
発
足
総
会
を

開
催
し
、
す
べ
て
の
議
案
が

満
場
一
致
で
可
決
承
認
さ
れ

ま
し
た
。
こ
こ
に
日
本
善
行

会
西
東
京
支
部
が
誕
生
し
た

事
に
な
り
ま
し
た
。
地
元
選

出
国
会
議
員
、
西
東
京
市
長

そ
し
て
西
東
京
市
議
会
か
ら

は
浜
中
の
り
か
た
議
員
、
武

蔵
野
市
議
会
か
ら
は
菊
池
太

郎
議
員
と
い
う
力
強
い
賛
同

者
も
加
わ
り
、
前
途
洋
々
の

船
出
に
な
り
ま
し
た
事
を
ご

報
告
い
た
し
ま
す
。
西
東
京

支
部
は
あ
え
て
「
西
東
京
市

支
部
」
と
呼
ば
ず
、「
西
東

京
支
部
」
と
し
た
事
で
発
起

人
の
武
蔵
野
市
か
ら
も
、
更

に
隣
接
の
東
久
留
米
市
、
そ

の
他
、
東
京
西
部
地
区
に
在

住
の
会
員
様
も
入
会
さ
れ
や

す
い
様
に
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
そ
れ
に
し
て
も
、

発
足
時
十
五
名
は
小
さ
な
組

織
で
は
あ
り
ま
す
が
、
拡
大

を
目
標
に
は
し
ま
せ
ん
。
目

標
は
あ
く
ま
で
も
「
西
東
京

に
善
行
の
灯
を
」「
世
の
た

め
、
人
の
た
め
、
地
域
と
そ

こ
に
暮
ら
す
人
達
の
幸
福

を
！
」
と
の
善
行
の
精
神
を

普
及
さ
せ
る
と
い
う
意
思
が

あ
れ
ば
結
果
と
し
て
、
賛
同

の
輪
が
拡
が
っ
て
い
く
と
思

い
ま
す
。「
数
の
拡
大
は
求

め
ず
、
善
行
精
神
の
普
及
を
」

と
の
事
を
当
面
の
目
標
に
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
と

も
ご
指
導
い
た
だ
き
た
く
新

支
部
長
と
し
て
の
挨
拶
と
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。

　　愛
知
県
支
部

日
本
善
行
会
創
立
八
〇

周
年
・
支
部
設
立
一
〇

周
年
記
念
式
典
及
び
秋

季
善
行
章
伝
達
式
開
催

平
成
二
十
九
年
十
二
月
二

日
（
土
）
名
古
屋
市
中
区

の
「
ロ
ー
ズ
コ
ー
ト
ホ
テ
ル
」

に
お
い
て
日
本
善
行
会
創
立

八
〇
周
年
・
愛
知
県
支
部
設

立
一
〇
周
年
記
念
式
典
及
び

秋
季
善
行
章
伝
達
式
が
本
部

相
澤
克
也
副
会
長
、
浜
松
支

部
山
口
樹
支
部
長
に
ご
出
席

い
た
だ
き
開
催
さ
れ
た
。
始

め
に
秋
季
善
行
章
の
伝
達
を

行
い
、
そ
の
の
ち
記
念
式
典

が
開
催
さ
れ
た
。

永
津
支
部
長
よ
り
支
部
設

立
か
ら
今
日
ま
で
の
経
過
報

告
、
ご
来
賓
の
静
岡
県
浜
松

支
部
山
口
支
部
長
か
ら
お
祝

い
の
言
葉
、
中
里
高
之
支
部

顧
間
の
挨
拶
の
の
ち
列
車
の

都
合
で
遅
延
と
な
っ
た
、
本

部
相
澤
克
也
副
会
長
よ
り
お

祝
い
の
言
葉
を
い
た
だ
い

た
。お

祝
い
の
芸
能
披
露
で
は

会
員
の
吉
村
鈴
夫
氏
の
バ
イ

オ
リ
ン
演
奏
、
近
藤
洋
令
氏

の
ギ
タ
ー
演
奏
が
、
ま
た

会
員
の
娘
さ
ん
で
歌
手
の
横

井
則
子
さ
ん
の
歌
、
伴
奏
に

お
友
達
の
唯
見
和
孝
氏
の
ギ

タ
ー
演
奏
で
数
々
の
歌
の
披

露
が
あ
り
、
そ
の
中
に
は
愛

知
県
民
お
な
じ
み
の
お
酒

の
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
ソ
ン
グ
も

あ
っ
た
。
和
気
あ
い
あ
い
の

中
閉
幕
し
、
二
十
年
・
三
十

年
を
目
指
し
て
活
動
を
誓
い

合
っ
た
。

２
面
へ
つ
づ
く




